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史跡南側の集落(貝塚も存在する)

文化財展示館

国指定史跡黒浜貝塚　－太古の歴史舞台へのご案内－
　黒浜貝塚は関東地方を中心とした縄文時代前期中葉「黒浜

式土器」の標式遺跡・貝塚として、昭和50年(1975)3月31日

に県指定史跡に指定されていました。その後の確認調査によ

り、集落中央部分には北側谷部に向かって開口する東西約50

ｍ、南北約40ｍの凹地(くぼち)状の広場を取り囲むように住

居跡37軒、土坑40数基が確認され、この内5軒の住居跡内に

貝殻が捨てられた貝塚の他、当時の生活面に捨てられた貝塚

5ヶ所も発見され、集落規模は東西150ｍ、南北95ｍ程の範囲

に広がることが確認され、平成18年7月28日に「縄文時代前

期の集落に伴って形成された貝塚、関東地方を中心に分布す

る縄文時代前期の黒浜式土器の標式遺跡」、また「南関東の

自然環境の変遷や当時の生業を考える上で重要であるととも

に、集落の構造は中期以降顕著となる環状集落の萌芽とも見

られ、集落の変遷を考える上でも貴重」なものとして『国指

定史跡』に指定され、平成25年10月17日に追加指定され、総

面積は50,209.22㎡となりました。

　黒浜貝塚の中央に広がる『凹地』は、東西約50ｍ、南北約

40ｍの範囲に広がる集落中央の広場の「関東ローム層」を最

大80㎝も削りとって造られています。黒浜貝塚の縄文人が

行った大きな土木工事です。およそ1,600ｔの土砂が、現在

の工事に合せると2tトラック800台分が運び出されたことに

なります。縄文時代後期以降の『凹地』の土はこの周囲に環

状に盛られますが、『凹地』は北側の谷に向かって開口して

いることと、谷は「湧水等」集落と一体で生活空間として活

用されていたと考えられることからも、低地の造成に利用さ

れていたものと推測されます。

　遺跡の中の貝塚内からは、普通の遺跡の調査では発見され

ないような遺物が貝殻によって守られて発見されます。中央

写真はイノシシの歯や下顎です。市内ではこの他に、シカ・

イルカ等哺乳類5種類、鳥類1種類、甲殻類2種類、魚類12種

類、貝類46種類が発見されています。

　また、甲殻類(カニ)のガザミ(ノコギリガザミ)のハサミや

足先も発見されていますが、現在の関東近辺には生息してい

ません。ガザミの生息域は、汽水域(海水と真水の混じりあ

う海のことで、ヤマトシジミなどが生息しやすい環境)の泥

質帯域で、当時の黒浜貝塚周辺が海水と真水の混じりあう細

かい泥が堆積していた環境であることが想像されます。市役

所側には「椿山(つばきやま)遺跡」が存在し、縄文時代前期

だけでなく、縄文時代中期、後期、古墳時代中期、後期、平

安時代の集落や古墳跡が残されています。特に縄文時代前期

では、合計住居跡12軒、土坑数基等や硬砂層露頭部も確認さ

れていますが、同時期の遺跡が谷を挟んで形成されているに

もかかわらず、椿山遺跡内では貝塚を伴わず、黒浜貝塚では

貝層が形成されるという興味深い結果が確認されています。

　黒浜貝塚は「黒浜式土器」の名前が付いた遺跡として重要

であるだけではなく、当時の自然環境の変遷や生業を考える

上で重要であると共に、意図的な凹地(広場)の造成などの集

落の構造は、集落の変遷を考える上でも貴重であり、生活基

盤の一つである貝採集のための硬砂層の利用等、当時の蓮田

市周辺の自然環境を熟知し、調和を図った生活組織構造と

人々の具体的な行動様式が垣間見える成果を窺い知ることが

できます。

　「黒浜式土器」は約5,500年前の縄文時代前期中頃に関東

地方を中心に広く分布した土器で、「黒浜貝塚」を中心に黒

浜地区内の貝塚遺跡群から出土した土器であることから名付

けられたものです。このように、土器に名前が使われた遺跡

のことを標式遺跡(ひょうしきいせき)と呼びます。市内には

約6,000年前の「関山式土器(せきやましきどき)」の名前と

なった関山貝塚と2つの標式遺跡があり、関山式土器と黒浜

式土器は兄弟の関係になります。

黒浜貝塚全景

ムラの様々な生活の様子ムラの様々な生活の様子（家造り、土器作りなど）
　　　　　　　　　（縄文時代の生活と縄文人イメージ）Googleより

ムラの様々な生活の様子ムラの様々な生活の様子（製塩）
淡路島での製塩作業の様子イラスト（考古幻想HP）より

上段左から切歯,犬歯,右Ｐ2,左Ｐ3,
右Ｐ4,不明前臼歯,下段左頭骨(裏面)?,肋骨?
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